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【支援情報】 

 

  

 

 

 

 

能登半島地震支援報告・ボランティア活動に参加された岡田さん（名古屋市）に報告して頂きます 

令和 6 年の元旦に発生した能登半島地震の被災 た。 

 

 

 

ユースの目      お茶っこサロンなごや 3/22（土） @東別院 

「お茶っこサロンなごや」へ参加して    

    （佐藤らら 大学 4 年 避難元:福島市） 

お茶っこサロンへ、今回初めて参加させていた

だきました。初めから和やかな雰囲気で、とても

居心地の良いあたたかい空間でした。美味しいお

弁当をいただきながら、みなさんそれぞれの近況

を話し合われ、マジックショーや念珠作りではと

ても楽しそうな笑顔がたくさん見られました。 

会の終わりには、運営の皆さんやボランティア

さんが揃って「ゆっくりと、でも継続的に続けて

いくことが大切ですね」という話をされていたの

が、とても印象的でした。愛知県にもだれか話せ

る人がいること、楽しめる場所や時間があること

は、とても素敵で、大切なことだと感じました。

ぜひまた、参加させていただきたいと思います！ 

《2025年度のご挨拶》  「今だから話せる、話したいことがある」 

愛知県被災者支援センター長 栗田暢之 

14 年目の 3.11 は、当センターを受託している母体の「NPO 法人レスキューストックヤード」とし

て、震災から 10 年間、現地で支援活動を実施させていただいた宮城県七ヶ浜町を訪問しました。11 年

目からは、支援だけではなく、被災地からの学びをもっと深めたいとの思いを込めて、スタディツアー

として開催し、10 名が参加しました。まずは、2:46 に慰霊碑の前で黙とうを捧げました。同町は震災

で 111 名が犠牲となり、町面積の 36.4％が津波の浸水被害に見舞われました。この 14 年で復興事業は

ほぼ完了し、高台に造成された団地や真新しい道路や公園、そして美しい砂浜が再興されていました。

私たちを出迎えてくれた住民とのワークショップでは、「今だから話せる気になれる、話したいことが

たくさんある」と、当時の思いの丈をしみじみ語られる様は、これまでにない変化だと感じました。そ

の一人、当時小学 2 年生だった 22 歳の若者からは、「小学校のグラウンドから、迎えに来た母とここを

駆け上がった」と、獣道のような雑木林を案内してくれました。「当時のことはよく覚えていないけど、

草木の隙間から見えた真っ黒いものは、確かに津波だった。とにかく必死だったことは覚えている」と。

また、来春から教諭になる大学生は、小学生への語り部を務めた時、「みんなも語り部になって欲しい。

震災の経験はなくても、今日私から聞いたことを家族や友だちに話してくれることも語り部。震災を風

化させないことに協力してほしい。それがみんなの命、まわりの命を守るきっかけになる」と。 

奇しくも先日、国は、南海トラフ地震に関して、新たな被害想定を発表しました。身の毛がよだつ数

字が並べられました。しかし、数字に翻弄されることなく、一人ひとりが必要な対策を確実に実施して

いくことが大切なのは言うまでもありません。 

15 年目の当センターは、もちろん、これまでの支援活動は継続します。他方、今こそ、皆さんが経

験された東日本大震災を、様々な場面で語っていただければと思います。皆さんも「今だから話せる気

になれる、話したいことがある」のではないでしょうか。その生の声を、この地の人々に伝えていただ

き、一人でも多くの命が助かることにつながればと願っています。 

今年度も引き続きよろしくお願いいたします。 
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お茶っこサロンなごや @東別院 

 昨年度末 3 月 22 日(土)12：00～16：00 に、

｢お茶っこサロンなごや｣が開催されました

(主催:被災者支援ボランティアセンターなご

や 協力:真宗大谷派名古屋別院)。 

参加者:8 世帯 11 名。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

【イベント情報】  ＊開催･内容等が変更になることがあります。詳しくはチラシでご確認ください。 

開催日 イベント名 内容（主催など） 会場 

4/12(土) 

10:30～12:30 

あおぞらカフェ 

｢シナモンシュガ

ー作り｣ 

手作りのシナモンシュガーを作り、

トーストや簡単な料理に応用して

試食(主催:あおぞらカフェ実行委員

会、共催:愛知県被災者支援センター) 

レスキューストックヤード 

地下鉄名城線･桜通線｢久屋

大通｣1A 出口徒歩 3 分 

5/11(日) 

10:00～15:00 

岩手県･宮城県 

気軽にお茶飲み 

交流会 

お茶飲み交流･公園散策･笑いヨガ･

相談会。主催:気軽にお茶飲み交流会

実行委員会  

東海市しあわせ村保健福祉

センター 名鉄｢聚楽園｣下

車徒歩 5分（準急･普通のみ） 

6/29 (日) 

10:00～15:00 

甲状腺エコー検

診＆交流相談会 

甲状腺エコー検診(主催:愛知民医

連) お楽しみ/相談コーナー(主催:

愛知県被災者支援センター) 

千秋病院(一宮市) 
JR尾張一宮駅東口名鉄バス｢岩

倉駅行き｣元小山(もとおやま)

下車 西へ 3 分/ 

名鉄岩倉駅西口バス元小山 

 

ウクライナ避難者の近況 （あいち･なごやウクライナ避難者支援ネットワーク:事務局レスキューストックヤード） 

   

3 月 29 日(土)に開催された「ししゅうの会」には、東 

日本大震災の避難者始め、能登半島地震避難者、ウクライ 

ナ戦争からの避難者が一堂に会し、互いに励まし合い、交流 

のひと時を楽しみました。 

【編 集 後 記】 

新年度の始まり。みなが何がしか期待感を込めて迎えるのではないでしょうか？ぜひ良い一年になるこ

とを願いつつ…。今号 4 月号の『あおぞら』は〔短縮版〕です（T.K） 

 

 

 

 

 

 

 

｢マジッ Q｣ショー、成功するかな、ドキドキ⁈ 

 

ビーズ選びも楽しい。どの色に？ 


